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人 口 ・面 積( 53. 12. 1)
世 帯　　　207, 456
人 口　　　627, 904
男　　　317, 861
女　　　310, 043

面 積　　　53. 25km2
人口密度　11, 791 人/ km2

賀
正

明

る く 住みよい 町 を

舎 人から竹の塚 方面を望む

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
長

長

谷

川

久

勇

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
景
気
の
好
転
が
期
待
さ
れ
つ
つ
、
不

況
の
中
に
暮
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
き
び
し
い

財
政
状
況
下
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
竹
の
壌
温

水
プ
ー
ル
、伊
豆
高
原
あ
だ
ち
並
等
が
完
成
し
、

主
な
事
業
も
ほ
ぽ
計
画
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
常
日
ご
ろ
区
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
暮
れ
に
は
、
基
本
構
恕
審
議
会
の
答
申

を
も
と
に
策
定
し
た
「
足
立
区
基
本
構
想
」が
区

議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
構
想
は

区
が
総
合
的
、
計
爾
的
に
仕
事
を
進
め
、
将
来

の
足
立
の
調
和
あ
る
建
設
を
目
指
す
も
の
で
い

今
後
ヽ
区
民
乙
皆
さ
ま
の
な
髟
を
房
映
レ
軋
舮

本
計
画
や
実
施
計
画
で
具
体
化
し
て
い
く
既
存

で
す
。

私
は
区
政
推
進
の
柱
と
し
て
「
生
活
環
境
の

整
備
」
「
青
少
年
の
健
全
宵
成
」「
社
会
福
祉
の

充
実
」
「
大
震
火
災
対
策
」「
公
害
防
止
と
緑
化

推
進
」
を
重
点
に
収
り
上
げ
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
艇
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

湮
弁
恚
地
方
財
政
は
混
迷
が
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
。
東
京
都
の
財
政
難
も
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。
澂

と
し
ま
し
て
も
、
職
員
が
い
ち
が
ん
と

々
つ
ぞ

事
業
執
行
に
努
力
す
る
一
方
、
国
や
都

な
ど
こ
強
ぐ
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ち
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
区
民
の
皆
さ

ま
の
と
協
力
が
な
く
し
て
は
な
し
得
ま
せ
ん
。

区
民
と
職
員
の
間
に
心
の
交
流
が
あ
る
区
役

所

、
区
民
の
親
し
み
や
す
い
区
政
こ
そ
私
の
願

い
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
一
層
の
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
し
て

、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
議
会
議
長

清

水

大

蔵

区
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
あ
ふ
れ
た
新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
の

ご
清
福
と
、
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
本
区
は
年
々
め
ざ

ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
お
り
ま
す
が
、
反
面
こ

にれ
に
伴
な
う
行
政
需
要
も
激
増
し
て
お
り
、
区

民
の
皆
さ
ま
の
福
阯
増
進
と
、
生
活
の
安
定
を

は
か
る
に
は
、
な
お
厭
要
な
問
題
が
山
積
し
て

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

私
は
昨
年
三
月
議
長
に
就
任
し
ま
し
て
以
来
、

常
に
議
会
の
円
満
な
運
営
と
、
区
政
の
伸
晟
を

第
一
義
と
し
て
、
こ
れ
ら
重
要
問
題
の
解
決
に

誠
心
誠
意
努
力
を
璽
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
来
の
不
況
。
物

鑰
の
高
騰
等
の
彰
響
に
よ
り
ま
し
て
、
区
め
財

政
も
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
し
て
お
‰
福
t

施
策
を
始
め
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
、
区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に

応
え
る
か
が
、
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
か
と
存

じ
ま
す
。

昭
和
五
十
四
午
の
新
春
に
あ
た
り
、
区
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま

え
、限
ら
れ
た
財
政
事
情
の
中
で
、出
米
る
か
ぎ

り
の
施
策
を
講
を
で
攻
一
政
の
伸
艇
を
は
か
り
、

六
十
一
方
区
民
詢
粉
鯑
に
応
え
る
た
め
、
国
お

よ

び
都

の
施

策

と
櫛

ま

っ
て

、
区

政

全

般

に
わ

た
り
最
大
夕
潮
屬
が
劣
が
る
よ
う
努
力
す
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
区
議
会
に
対
し
ま
し
て
も
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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あなたもどうぞ

あ

だ ち

の

史
跡 散 歩

旧日光街道沿いの 千住・西新井・島 根

区
内
に
は
、
江
戸
時
代
栄
え
た
旧
日
光
扼
驫

干
柱
盾
を
は
じ
め
、
歴
史
的
に
興
聆
深
い
史
籘

名
所
が
数
多
く
殀
さ
れ
て
い
ま
す
。

秕
瓧
5
が
い
ま
生
活
し
て
い
る
司
の
過
程
を

さ
か
の
ぼ
つ
て
み
る
こ
と
も
、
こ
れ
Iか
ら
の
新

し
い
町
つ
く
り
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
耆
え

ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
の
な

か
か
ら
、
i
一つ
を
選
ん
で
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
区
内
に
は
こ
の
ほ
か
に
多
く
の
史

蕕
や
名
I
ガ
あ
り
ま
す
。
こ
自
分
の
娘
歩
コ
ー

ス
を
つ
く
る
の
も
、
ま
た
楽
し
い・こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

■ 旧 日 光街 道千 住宿 コ ー ス( 約4. 9km)

江戸時代に奥州への道の初宿としてにぎわった千住宿の史跡をめぐるコースです。千

住宿は、寛永元年に日光に東照宮が建立され、翌年日光道中の初宿として指定されて以

来、多くの大名が日光参詣の道中ここに泊り、めざましい発展をとげた宿場町で、史跡

も多く江戸の歴史をL のぷことができます。

安養院
足 立区千住5- 41

文永年間( 1264 ～75) 北条時頓により創

建されたと伝えられ、占仏が多い。千住

の名青接骨医として、江戸時代 から有 名

な名倉家の易地乙どがある。

長円寺

足立区 千住4- 10

真訝宗、本尊薬師如求は仏師定軒の作と

伝えられる。 八十八か所め ぐり毛彫石偏

がある、。

本 陣跡

足 立区千住3- 34

瓦戸 末期の本陣の所在地で 、石碑がある。

また、この先4 丁目付近から水戸街道に

かけての街並みには古い家が 多く、昔の

名I残をとどめている。

金蔵寺

足 立区干住2- 63

真 言宗 、元弘2 年( 1332) の創建 と伝え

参 れる・、門の左に、天保大飢饉の鰍死者

わ傴賚 塔、千住宿の遊女の供養塔
がある。

千住 宿問屋場貫目改所跡

足立区千住1- 51
宿場町役人の詰め ている役所か問屋場で

あり、荷物の重さを検 査する ところを貫

目改所 といった。

不動院

足立区 千住1- 12

真 言宗、元弘2 年{ 1382} の創建。彰義k

のために禰いた人の 大綟養塔がある。

千住大橋

荒川区南千住6 丁目と足立区千住恟戸

町との埼。隅田川にかけられた槁のうち

で最も古く、文禄3 年( 1954) の加譌。

長さ約120m 、轜約7m の木橋であったか、

昭和2 年鉄橋 となり、近年これに圭行し

て第2 僑が造られた。

勝 専寺( おえんまさま)

足立区千住2- 11

浄土宗、本像は阿弥陀 如来であるが、千

住の地名の由来と伝えられ る千手観音が

ある。門の左の「えんま堂」の載 入の開

帳は「おえ んまさま」とし て人々に親し

まれてい る。

鳥見屋敷跡と虎斑稲荷

足立区 千住1- 16

この辺―哥 は徳川将軍のお鵬場であっ た

から番所( 鳥見役) が置れていた。 虎斑

稲荷は、この屋敷内にあった稲荷で、ヵ

風や洪水などの天災から人々を守ってき

たと71われている。

慈眼寺

足立区千住1- 6

真 言宗、正和3 年( 1314) の創建 とされる

。

歴代日光御社参の定宿とされた。

石出掃部亮の墓( いしで かもんのすけ)

( 源長寺) 足立区仲町34

掃部亮は千住大橋の架橋や新田開発など

に力を注いだ人で、とくに長さ約2km 、

高さ約4m の規模で築き上げ た掃部堤ぼ

有 名 。

奥の細道矢立初の碑

足立区千住橋戸町( 千住大 橋公園)

元禄2 年( 1689) 俳人の松尾芭蕉ば孝迩

で舟 をあがり前途3 ・f・里の旅に出た。碑

文はF 千じゅ と言所にて… … f i かげの見

ゆる迄はと見送なるべL 」と 劉まれてい

る。

■ 西新井大師から竹の塚コース(約4. 5km)
川崎大師とともに厄除開運の霊場として名高い西新井大師から、旧日光街道の一宿

竹の塚までの史跡を訪ねるコースです。

炎天寺と八幡社

足立区六月町3- 13- 20
「新 編武蔵風土記稿」に八幡 太郎義家奥羽

発向の時、この地で野武士と職い苦喊の

末勝利を得たので 八幡社を勧納し 、時が6

月の炎暑だったので、忖名を六l i 村、別

当を炎天寺と名づけたと記されてい る。

や゙せ蛙まけるな 一茶是にあI 卩' 蝉鴫く

や六月月の炎天y と俳人小林一茶に詠

われたことにちなみ、炎天寺では毎 年11r 123n

「一茶まつり」が催される。

教育センター

足立区竹の塚2- 25 ～21

科学教育の中心セン ターとして足立区 が

昭和49 年に開設。 各種展示場・実験室・

視聴覚室・プラネタリウムなどがある。

鳥根鷲神社

足立区島根4- 25- 1

もと島根村の鎮守でn 月にi 酉の市も開

か れる。 この社を中心としr 「神田ばや

し 」の流れを徽む「島根ば1'し」が保存

さ れており、神社の祭礼( l 月の酉の日)

に公開されてい る。

赤羽邸長屋門

足立区島根4- 18- 5

大きな地主の長屋門で 、江戸末期のもの。(

桁行18. 5m 、雛闘6. 7m 、l 乖階建 、挂

高4. 4m 、寄棟造棧瓦ぶぎ

国土安穏寺( こくどあ んのんじ)

足立区島根4- 4- 1
創建 は応 永17年( 1410) 。 江戸時代に徳川

将軍秀忠 、家光が別所巡避の際の御請所

となり、寛永元年a624) 徳川家祈願所

位牌安 置所 となった寺で、葵紋の使用が

許されてい る他、将軍家使用の膳椀1 式

が保存されている。

来迎寺( らいごうじ)

足立区島根3- 11- 9

真言宗 、建久6 年( 1195) の 草創と伝え

られ、門の脇に樹齢400年というエ ノキと

占い庚申塔が並んでいる。

西新井大師

足 立 区 西 新 井1- 15- 1

川 崎 大 師 と な ら ぶ 厄 除 の 大 師 。 真 、1宗 豊

山 派 ・ 五 智 山 遍 照 院 総 持 寺 、 天 長3 年( 826)

弘 法 大 師 創 建 と 伝 え ら れ るJ I 」鬥 は

総 檜2 階 建 で 江 戸 初 瑚 の も の 。 本 尊 は 空

海 の 作 に な る 十J i i 観 音 像 とi aI I仏 弘 法 大

師 で 、 寺 宝 の 蔵 王 権 現 毛 彫 の 銅 板 は 国 宝

に 指 定 さ れ て い る 。 境 内 に は ボ タ ン ・ フ

ジ ・ サ ク ラ な ど の 花 が 咲 き 、1 日 ・21 日

の 縁 日 が と く に 賑 わ う 。

猿仏塚( さるぼとけづか)
足立区島根3- 28- 11

民話「猿の行水」で知ら れる哀れな猿を

供養した珍らしい塚。塚は今は平になっ

たが、寛永6 年( 1629) の庚申塔がある。

昭和53年

区
内
の

主
な
で

き
ご
と

1 月

4 日　寝たきり老人の

訪問看護制度ス

タート

・ 出初め式
( 写真)

7日　じんがんな祭( 大乗寺) 　

15日　政人のH 、今年も吹人者8482人

"　 えんま詣( 轉専寺)

21日　初大師

2 月

3日 だるま供養(西新井大師) ( 写真)

3 月

14～24
日
区民の声を聞く会( 基本構想策

定にあたって)

″ 53 年度予算案、総額878億3 千万円

4 月
1　n　辰沼小、伊與・花畑北中開杖
"　 栗原、小台児童鰉・ 老人舵開館
2 日　f 供や色人に交通奐富共済制吹

に、区が掛金負担
20日　商齢者事禽団発足

5 月

1H　 、千注老人館開館
・　 本木保育鬨再翊
26叮　千住新橋新橋完成、使用色開始( 写真)

6 月

1 日　陋 健康保険保養所、伊立商原

あごち荘開館( 写真)

7 日　基i構恕に関する答巾でる

- -一　澂 がらの田植え{ 入谷町}

- 　 し:うぶ沼公園、今か盛り

7 月

10～24日区長移動応接室開催

14日　農業委貝会委貝選挙
16日　大鷙神社祈祷獅子舞( 写真)

18日　健全の家20 周年を迎える

22日　北 千住まつリ

23日　少年魚釣大会( 葛丙用水つり塲)

8 月
2日　緑陰俳句教室( 炎天I孝)
5日　区民納涼大会、花火も打上げ

9 月
1日　 鄒区合同総今防災訓練( 写真)

4日　保健センター完成
15日　区内轂鳥齢者は佐藤セキ( 101オ)

さえ
10 月
1 日　児童緊急一時保霞制度 スタート

・ 長門、栗原児童館・老人館開館

15日　区民大運動会( 写真)

S 日　特別区財源疲碍大会

29日　竹の塚温水プール開館

11 月

3日　区功労者表彰( 354 名)

4日　足立区郷土芸能保存会発足

21日　環境づくり区民大会

23日　一茶まつり

12 月
18日　本庁舎新館完成、業筋開始

21日　納めの大師
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保
育
園
児
を
募
集

区
立
・
私
立
保
育
園

各
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和
凡
十

円
年
四
り
に
保
斤
听
へ
児
童
の
入
所

を
裕
剣
す
る
力
の
申
4
受
付
を
行
な

い
ま
す
。

ま
た
、
五
川
開
所
予
一疋
の
区
立
内

綾
瀬
、す
わ
ぎ
の
川
傑
渮
漬
叙
袮
9

の
園
叭一
弊
慯
も
白
わ
せ
て
行
な
い
ま

す
、

申
込
受
付
期
間
　
一
月
十
日
(
水
ぶ

ら
:

月
バ
十
四
日
(
水
)
ま
で

申
込
み
で
き
る
方
　
保
護
去
が
働
い

て
い
た
り
、
鍔
気
な
ど
の
た
め
児

嗔
の
保
育
が
で
き
な
い
か
、
も
し

く
は
困
難
な
方

申
込
み
に
必
要
な
も
の

▽

昭
和

五

十

三
年

分

所
蓐

税
頷

の

わ

か

る

も
の
{

源

泉

徴
収

簾

ま
た

は

確

竃

申
告

肉
の

控

べ

な

お

、
丘

十

ミ

年

分
が

未

確
定

の

と
き

は
五

十

二

年
分

の

控
え
}

▽

明
和

五
十

二
一
年

度
分

特
S
K

民
税

顧

の

わ
が

る

も
の
(

す
で

に

お
J

元
に

届
い
て

い

る
納

税
通

知

書

、

特
別

徴
収

税

額

娩
知

書

ま
た

は
課

税

証
明

肖
)

淑
課
税

証

朗

齡
の

請

求
は

窓

口
が

配

み
合

い

ま
す

の

で

、
お

早

め
に

ど

う

ぞ

▽
印

か

ん

申
込

・

問
合

せ

先

あ

な

た
の

住

所
を
管

轄
す

る

各
福

祉

事

務
所

へ

。

○
足

立

福
祉

事
務

所
…

　
八

八
八
1

一
丿

円

。

○
中

部
福

祉

事
務

所

…

　
八

八
九

―

一

四
八

。
1

○
中

部
福

祉

事
務

所

竹
の

塚

分

室
…

　
八
八
一
ご

六

八

父
)

○
東

部
褊

祉

事
務

所
…

　
六
へ
)
E
-

七
(
)

五

○

西

部
福

祉

事
務

所
了

　
八
九

七
I

五

已

一

※
な

お
、

新
設

保

両
園

の

所

在
地

・

定

員

は
次

の

と
お

り
で

す

。

▼

区
立

西

綾

瀬
一
"
育
菌
(

杖

称
)

ヨ

西

瞼
瀬

四
・
よ

七

瓦
九
|
J

四

友

賞
9
7

十
a

▼

区
立

す

わ

ぎ
保
育

園
(

仮

称
)
-

戊
斯

井
四
1

よ

八『
―
廴

。

定

員
　肖

叭

ぜ ひ一度ご覧ください

広報映画が完成
テーマは環境編

区
で
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

万
々
に
区
政
を
乱
レ
ふ
(
て
も

・
り
・
つ
目
的
で
、
閉
和
四
十
八
州
・
度

か
ら
公
報
映
画
・
私
た
ち
の
叭
な
」

・
y
リ
ー
ス
を
裂
r
し
て
い
ま
す

こ

の

ほ
ど
そ

の

六
作

目

と
し
て

環

境
編

が
区

況

や

各
刈

係

機
悶

の

ご

搦
力

を
前

て

完
成

し

ま
し

た

。

今

図
の

映

画
で

は

、
区

民

の
皆

さ
ん

ひ
と

り

ひ
と

り

が
口

分

の

収

り
さ

ぐ
環

境

に
鷽

苒

と

悶
心

を
4

せ

て

い
た

だ

ぐ
こ

と

を

主
眼

に
製

作

し

ま
し

た

。
皆

さ

ん
の

住

ん
で

い

る

街
や

あ

な
た

乃

矧

心
て

い
る

区

民
の

方

が

た
く

さ
ん

登

場
し

て

い

ま
す

「

ぜ
ひ

、
度

ご
竃
(
謡
J

い

。
な

お

、
公

開

試
写

会

は
次

の

匕

お
り
h

な
い

ま

す

。

試
写
会
日
時
　
一
月
十
九
日
(
金
9
　
s

一
回
j
示
峻
一
時
三
十
分
　

第
ズ
明
ふ
唏
二
時
气
十
む

場
所
　

産
業

振
興
館
-

区
役

所

隣
9

映

画
　
1
6

ミ
リ
・
カ

ラ
ー
・
三
十

分

※
試

写

会
陵

は

一
般

に

貸

出
し

し

ま
す

。1
6
ミ

リ

は

、
中

央
哨

″
館
(

　
八
四

・・
四

六

四

六
)

、8

ミ

リ

は
球

報
旗

で

貸

出
し
し

ま
す
〃

申

込
み

は

、
心

必
で

戸
丐

刄

新
入
学
児
童
・

生
徒
の
就
学

通
知
に
つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
四
刈
に
小
学
校
へ

入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
就
学
通
知

書
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
十
日
に

保
護
者
あ
て
発
送
し
ま
す
。。

本
年
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子

さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

な
お
、
中
学
校
に
新
べ
学
さ
れ
る

方
の
就
学
4
鰯
癬
は
、一
月
ド
甸
に
、

在
学
小
学
校
を
通
じ
て
お
送
り
し
ホ

す
、

問
合
せ
先
　
救
育
委
員
会
学
務
課
惟

啣
係

成
人
の
集
い
に

ご
参

加

く

だ
さ

い

こ
の
一
年
間
に
成
人
に
な
ら
れ
た

方
を
対
象
に
こ
れ
を
紀
彦
し
て
、「
成

人
の
集
い
」
を
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。

成
人
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、峅
も

う
て
年
賀
ハ
ガ
キ
で
、ご
案
内
を
さ

し
あ
げ
ま
し
た
の
で
、そ
の
案
内
状

を
s
一
H
、会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
り

対
象

昭
和
2
恚
二
年
一
月
十
六
日

か
ら
昭
和
j
r
門
年
四
月

。口
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

日
時
・
場
所

①
一
月
十
五
日
午
前
十
時
三
十
分

か
ら
…
…
文
化
会
紹
午
前
の
郎
～
(

覯
石
・
八
・
九
・
上

‥一
・
十
四
E

瓦
・
十
六
・
鹿
浜
の
癶
出
磯
所

懈
内
の
方
9

②
一
月
十
友
は
午
前
ヤ
時
三
十
分

か
ら
…
…
産
業
振
興
熊
公
4
一
掌
・『
(

常
東
・
第
H
・
四
・
瓦
・
十
二
0

マ
r
の
各
出
價
所
管
内
の
方
)

③
一
月
十
E
H

午
匯
‘
時
J
卜
分

か
ら
…
…
文
化
会
館
午
緝
の
部
‘・
(

第
六
・
1一
・
十
フ

十
七
・
十
八
・

十
九
・
啝
鑽
瀬
・
東
栗
原
・
花
畑

の
外
出
濡一
所
管
内
の
方
9

講
演
　
ぷ
会
獅
=
楠
私
憲
肖
氏
(
俳

人
)
9
莅
7

水
木
し
げ
る
氏
(
漫

両
家
)
J

会
助
…
岡
野
浚
J
郎
氏
(

サ
″
カ
ー
評
論
家
)

◎
服
装
は
、
乖
笑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
軍
服
で
ら
豕
加
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◎
各
会
場
に
は
駐
爾
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で

、
申
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化
係

児童の 権利 を見直そう

国際児童年

国
連
は
、
県
瞋
曚
利
宣
8
採
択
二

十
御
年
を
記
念
し
て
、
一
九
七
九
年

を
国
際
児
驚
鄒
怠
皿
ぎ
し
ま
し
た
。

こ
の
国
際
児
竃
叩
を
汲
け
た
目
的

は
、
大
別
し
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は

、
食
犧
・
医
療
・
教
肖
な
ど
基

礎
的
な
生
活
職
境
が
敝
霆
し
て
い
な

い
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
を
救
済
す

る
た
め
。
も
う
一
つ
は
、
す
べ
て
の

国
の
池
童
・
胄
少
年
め
暸
利
と
福
祉

の
状
態
を
見
匱
す
こ
と
で
す
。

こ
の
目
的
に
そ
り
て
、
総
麗
吋
は

「
国
際
兜
愼
年
事
業
推
進
会
繊
」
を
、

同
時
に
、
配
は
ぶ
呶
郤
児
瞋
・
痾
少
年

槻
策
駟
諛
余
を
錏
贄
し
ま
し
た

。こ
れ

ら
の
方
針
に
対
心
し
て
、
咀
堽
区
に
お

い
て
も
、
鰐
少
年
問
笥
協
瀲
会
で
検
討

の
繍
吸
、
区
や
地
城
に
お
け
る
日
常
生

西
の
中
で
、『
国
際
兜
燉
年
』
の
幃
呻
を

生
が
し
、
そ
の
息
義
を
認
識
し
て
い
た

だ
け
る
ょ
う
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
意
義
を
ふ
ま
え
、
国
瞭
児
欟
年

が
上
す
べ
り
に
研
る
こ
と
な
く
も
う
一

度
皆
さ
ん
と
共
に
、
児
嗔
の
権
利
・
立

塒
を
叺
肓
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

区
民
ス
キ
ー
大
会

期
日
　
昭
和
五
十
四
年
二
月
四
日
(

日
9

場
所
　
福
島
県
畷
訛
甲
子
高
叭
赤
面

ス
キ
ー
竭

種
目
　
回
転
観
技
(
叨
ふ

級
者
に
も

楽
し
め
る
ポ
ー
ル
セ
ツ
Q
で
す
)

種
別

女
子
組
、少
年
岨
、男
了
一
部

で
不
五
歳
未
満
)
、
闘
二
部
(
三

十
瓦
斌
以
上
四
十
瓦
廐
未
濟
丶
同

一一一部
(
四
十
五
纜
以
上
K
十
五
蝮

ぶ
鴣
9
、叩
四
郎
(
い
a十
阮
覘
以

上
9

参
加
費
　
千
円

参
加
資
格
　
区
内
在
仕
、
在
勤
、
在

学
癶

申
込
締
切
　
昭
和
五
十
四
年
一
刈
二

十
八
日
(
日
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
参
加
費
を
添
え

て
、
ス
キ
ー
協
会
連
絡
所
(
千
住

丿一
―
七
E
、
ス
キ
ー
シ
ョ
ぶ

パ

厶
、　

八
八
二
―
七
九
〇
〇
)
へ
。

※
な
お
、こ
の
大
会
は
、現
地
集
合
・

解
散
で
す
が
、
希
望
者
に
は
、
区

役
所
前
よ
り
送
迎
バ
ス
(町
料
)
を

出
し
ま
す
。

生
業
資
金
の
貸
付

貸
付
対
象
　
一
槃
一
蔽
磯
関
が
ら
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
、
貨

付
を
受
け
る
事
業
に
よ
っ
て
生
計

を
立
て
る
(
住
民
税
が
お
お
む
ね

均
等
割
以
下
)
方
で

、
次
の
要
作

に
あ
て
は
ま
る
方

①
区
内
に
一
年
以
上
住
ん
で
い
る

こ
と
②
す
ぐ
に
事
貨
が
始
め
ら

れ
る
こ
と
③
住
民
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と

ぼ
確
実
な
連
併
保

証
人
が
い
る
こ
と

貸
付
限
度
額
　
六
十
汀
円

利
子
　
年
三
・
六
五
%
(

す
え
お
き

明
回
中
は
無
利
了
)

返
済
方
法
　
五
十
回
均
等
償
還
(
六

か
月
す
え
お
き
)

申
込
受
付
期
間
　

丿
癶
H
(
月
)
～

二
十
日
(
七
)

問
合
せ
先
　
民
生
係
(
申
込
用
紙
は

出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
)

事
業
経
営
者
の
方
へ

償
却
資
産
の
申
告
を

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は

一
月
三
十
一
日
(
水
)
ま
で
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

米
と
輸
入
牛
肉
の

料
理
実
習
教
室

区
で
は
「
米
と
輸
入
牛
肉

」
の
料

理
実
習
教
室
を
開
催
し
ま
す

。

参
加
希
望
者
は
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。光
曲
惑
r
名
ま
で
で
す

。

お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
一
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後

一
時
三
十
分
が
ら

場
所
　
千
住
第
四
小
学
校
(
千
住
魍

町
・
北
r
住
鈬
啝
囗
徒
歩
五
分
9

申
込
期
間
　
一
月
八
日
(
月
)
か
ら

七
二
H
(
十
)
ま
で
。

な
お
、
食
肉
環
境
衢
生
同
業
組
介

に
よ
り
肉
の
即
″一を
艮
鷹
し
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
費
生
活
係

えとのおはなし

ヒツジあれこれ

新
年

あ

け
ま

し
て

お

め
で

と

う

ご
ざ
い

ま

す
。
経

隈
不

安

竃
で

奔

馬
の

よ

う

に
荒

れ

狂
っ

た

ウ
マ

年

の
」脱
帽

も

暮
れ

、
今
年

は
ヒ

ツ

ジ

年

。
仲

間

が
集

ま

り
、
温

和
で

忍

耐

づ
よ

い

性
質

を

持
つ

ヒ
ツ

ジ
に

あ

や
か

っ
て

、
平

和
な

楽
し

い

年

で

あ
る

ょ

う
に

祈

り
た

い

。
で

は

ヒ
ツ

ジ
に

ち
な

ん

だ
お

話

を
二

つ

に
つ

ご
紹

介

し
よ

う

。

羊

は
干

支
(
え

と
)
で

は

未
と

書

く

。
月

で

い
う
」と

六
月

に

な
り

時

間
で

は

午

後
二

時

、
方

角
で

い

う

・
ぐ
南
内

を

さ
す

。
羊
の

字

は
、
羊

の
形

を
か

た
ど

り
た
象

形
文

字

で

あ

る

。
ア

ジ
ア

大

険
や

四

岸
で

は

占

く
か

ら

人
に

飼

い
な

ら

さ
れ

た

動

物
で

、
日
水

渡

夊
の

記

録
は

、

推

占
帝

七

年
と

さ

れ
、
大

陸
纜

の

珍

献
と

し
で

扱

わ

れ
て

い

た

。

ウ
シ
科
に
贓
し
綿

羊
、嶇
笳
と
も
い
ち

陬
嶇
は
コ
ル
シ
カ
旭

万
の
ム
フ
ロ
ン
羊
、

中
央
ア
ジ
ア
の
ア
ル

カ
ー
ル
羊
、
北
部
ア

ジ
ア
の
ア
ル
ガ
リ
ー羊

と
き
ね
、
約
六
"
い
年

的
か
ら
家
畜
化
さ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
、

山
羊
、
牛
と
同
じ
に

ヒ
ブ
ーメ
が
二
側
、
胃

が
叫
闍
あ
る
。

羊
は
人
回
生
駒
に

瀕
く
関
係
し
。よ
く
利

川
き
わ
て
い
る
。
毛

は
織
物
と
し
て
人
川
の
衣
装
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な

り
、
C
皮
は
多
く
敷
物
用
と
し
て

哽
わ
れ
る
が
、
生
ま
れ
た
直
俊
の

子
‘羊
の
攸
毛
は
、
を
縮
し
て
照
く

光
沢
が
あ
り
美
し
く
、
ア
ス
ト
ーフ

カ
ン
と
呼
ば
れ
珍
熾
さ
れ
る
。

ま
た
食
用
と
し
て
の
肉
は
、
セ

ン
イ
が
こ
ま
か
く
符
有
の
に
お
い

が
あ
り
県
い「
日
本
人
に
は
あ
ま

り
好
ま
れ
な
い
が
、
欧
米
で
は
マ

ト
ン
料
理
と
し
て
一
般
に
食
用
さ

れ
、
子
羊
肉
は
ラ
ム
と
い
っ
て
賞

味
a
籖
る
。

代
表
的
な
料
理
と
し
て
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
料
理
が
あ
る
。
バ
タ
ー
焼

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
直
火
に
か

ざ
す
の
が
、
匂
い
も
輒
く
な
り
食

べ
や
す
い
。
膺
味
に
は
鮫
の
あ
る

バ
タ
き

ー
ス
、辛
味
の
き
い
た

県

政
の

ソ

ー
ス

や
ト

マ
ト
ソ
ー
ス

、

カ

レ

ー
粉
な

ど
一
に

ニ

ン

ニ
ク

、
二

ラ

、
シ

ョ
ウ

ガ

、
ネ

ギ

、
タ

イ
ム

な

ど
の

首

辛

料

や
刑

類

を
峺

っ
て

調

理
す

る
と

い
い

。

さ
て
、こ
れ
だ
け
人
間
の
た
め

に
な
っ
て
い
る
羊
だ
が
、あ
ま
り

い
い
意
味
で
の
こ
と
わ
ざ
、格
言

が
少
な
い
。

「
羊
の
時
に
晴
れ
る
雨
に
は
葭
7

を
ぬ
ぐ

」
午
映
の
二
時
ミ
時
ご
ろ

に
上
が
っ
た
雨
は
、
ふ
た
た
び
降

り
出
す
お
そ
れ
が
な
い
の
意
。

「
羊
を
以
て
牛
に
易
(
か
)
う

』小

さ
な
物
で
人
き
な
初
の
代
附
に
す

る
こ
と
。

「羊
鷯
晩
皮
」碇
質
は
t
で
虎
の

皮

を
か

ぶ

る
こ

と
で

、

見

が
け

だ

お
し

で

内
野

が
伴

な

わ
な

い

の

意

。

『j

頭

狗
肉

』
呑
飯

に

は
羊

の

肉
を

山

し
て

お

き

、
犬

の
・
肉

を

売

っ
て

ご
ま

が

す

。
阯

か
け

や

ふ

れ

こ
み

は

立
派

で

、

実

際
に

は
そ

れ

に
伴

な

わ

な
い

こ

と

。

そ
の

ほ
か

「
屠
所

の

羊

」¬

多
岐

亡
笳

逧

ど

が

あ
る

が

バ
ッ

と
し

た

も
の

が

な

い

。

匐
・
の

屬

は
鼇

食
の

関

係

上

、
は
な

は

だ
長

く

て
、う
ね
り
ま
が
っ
て
い
る
。だ

か
ら
山
の
坂
道
な
ど
が
、
う
ね
り

ま
が
っ
て
長
い
こ
と
を
「
羊
腸

」

と
い
う

。
「
。塲
喫
の
山
は
天
卜
の

険

」の
獣
洞
の
な
が
に
も

ぶ

櫑

の
小
径
は
苔
な
め
ら
が
」
と
あ

る
。

『
羊
朋
、
牧
羊
耆
、
牧
者
」
の
こ

と
を
奬
折
で
シ
う
(
I
ド
と
い
い

羊
飼
い
に
哽
う
犬
を
、て

バ
ー
ド
ー

ド
ヅ
ク
と
い
う
。
日
収
で
は
略
し

て
シ
ェ
パ
ー
ド
と
い
い
、羊
飼
い
、

と
い
う
意
だ
と
は
知
ら
ず
に
、
た

だ
大
の
稀
覯
だ
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
い
ら
し
い
。

紙
数
が
な
い
の
で
こ
の
く
ら
い

と
す
る
が
、
羊
年
に
あ
や
か
る
よ

う
平
和
で
朗
る
い
足
立
実
現
へ
自

か
っ
て
、
忍
耐
づ
よ
く
努
力
す
る

決
意
を
も
り
て
結
び
と
し
よ
う
。


